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 新学習指導要領に対応した教育について 
 
 
 
 
１ わかる授業づくり５つのポイント 

■新学習指導要領で⽬指す授業イメージ 
（主体的・対話的で深い学び）を市内の 
教職員で共有するために、「『わかる授業』 
づくり５つのポイント」を設定し、授業の質の 
向上を⽬指す 

 
 
２ 学⼒・体⼒向上推進教員の活⽤ 

■「『わかる授業』づくり５つのポイント」の具体の 
イメージを共有するため、学⼒・体⼒向上推進 
教員がモデル授業を年間１〜２回実施する。 
■学⼒・体⼒向上推進教員は、授業参観し 
助言する。また、授業づくりについて、相談を受け、 
共に考える。 

 
 
３ ｋｉｔａＱせんせいチャンネル 

■「授業づくり動画」により「『わかる授業』づくり 
５つのポイント」の具体のイメージを共有できる 
ようにしている。 
■授業のスキルアップ等を⽬的に、実践事例 
集や教材集等の授業に関する様々なコンテン 
ツを検索可能にしている。 

 
 
４ アクティブ・ラーニング推進事業 

■「『わかる授業』づくり５つのポイント」の視点を基に、授業の在り方について研究実践を⾏う。
研究の成果を全市に発信し、成果の普及を図る。 
■推進校は、小学校８校、中学校４校、特別支援学校１校の計１３校。 
 
 

５ 授業改善支援訪問 
■指導主事が学校の⽬指す授業改善を、「『わかる授業』づくり５つのポイント」の視点を基に 
支援する。指導主事が年間１〜２回学校を訪問し、授業参観し協議会等において助言する。
学校全体で⽬指す授業イメージを共有し、全ての児童生徒の学⼒向上に資するようにする。 
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Ⅰ 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）について 
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１ カリキュラム・マネジメント 
■教育課程に基づく教育活動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図るために、カリキュラ
ム・マネジメントを確⽴する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＳＤＧｓの視点を踏まえた教育の推進 
・各校において、地域の特⾊をとらえ、環境、国際理解、ふるさと、福祉、キャリア、防災等の 
SDGs の視点を踏まえた教育活動に取り組む。 

・こうした現代的な諸課題へ対応する能⼒や、学習の基盤となる情報活⽤能⼒、問題解決 
能⼒等を育成するためには、教科横断的な学習の充実が必要である。 

 
② スクールプランを基にしたＰＤＣＡサイクルの確⽴ 
・本市の全小中学校で活⽤している。児童生徒の学⼒・体⼒の向上等を図るために、⼦ども 
 の実態を踏まえスクールプランを策定している。確実な実施・検証・改善のＰＤＣＡサイクル 
 に基づいた組織的な取組を⾏う。 

  
③ 外部の教育資源の活⽤ 
・ひまわり学習塾の推進や小学校応援団の活⽤など、本市の教育資源を活⽤する。 

 
 
 
２ 学校マネジメント支援訪問 

■指導主事等が小・中学校を訪問し、スクールプランの協議および授業参観を⾏い、学校マネ
ジメントを支援する。（年間１〜２回実施） 

 
 
 
 

 

 

Ⅱ カリキュラム・マネジメントについて 

＜カリキュラム・マネジメント ３つの視点＞ 

１ 教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み

立てていくこと。  

→ ① SDGs の視点を踏まえた教育の推進 
 

２ 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと。 

    → ② スクールプランを基にした PDCA サイクルの確⽴ 
 

３ 教育課程の実施に必要な人的・物的な体制を確保すると共にその改善を図っ

ていくこと 

→ ③ 外部の教育資源の活⽤ 
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１ プログラミング教育（ＩＣＴ推進） 
本市教育の情報化推進のため、ＩＣＴリーディングスクールとして、中学校２校、小学校２校（門司中、

門司海⻘小、⾼⾒中、⾼⾒小）を、小学校プログラミング教育推進校として小学校３校（門司海⻘小、志
井小、今町小）を指定し、授業実践研究を⾏っている。その成果は各学校の実践報告会にて公開し、広く普
及に努めている。 
【平成 30 年度取組】 
○実践報告会（指定校４校） 

門司中学校（ＩＣＴ）   …１１⽉３０⽇（⾦） ⾳楽、理科 
門司海⻘小学校（プログラミング）…１１⽉ ９⽇（⾦） 特別活動、総合的な学習の時間 
⾼⾒中学校（ＩＣＴ）   …１１⽉１６⽇（⾦） 理科、保健体育科 
⾼⾒小学校（ＩＣＴ）   …１１⽉２８⽇（水） 体育 

○平成 30 年度「ＩＣＴの教育活⽤を推進する実践研究」実践事例集作成 
  小学校…１７事例 
  中学校…１８事例              ※ＫｉｔａＱせんせいチャンネルに掲載 
○北九州市プログラミング教育スタートパック作成 

・動画…２事例（算数、理科） 
・指導案・ワークシート 

第 4 学年…⾳楽、算数、国語、社会 
第 5 学年…⾳楽、外国語、理科、算数 
第 6 学年…算数、理科           ※ＫｉｔａＱせんせいチャンネルに掲載 

 

 

２ 外国語教育 
  令和２年度から、小学校中学年では「聞くこと」「話すこと」を中⼼とした外国語活動（年間３５単位時
間）、⾼学年では「聞くこと」「話すこと」に、「読むこと」「書くこと」の領域を加え外国語科（年間７０単位時
間）として実施される。本市では、平成３０年度より「外国語活動」と「外国語科」の新しい学習内容を先⾏
実施している。 
【平成３０年度取組】 

○小学校外国語教育（中学年３５単位時間 ⾼学年７０単位時間）の先⾏実施 
○⽇本人外国語指導助手を１５人に拡充（小学校１１２校に配置） 
○専科教員の配置（５名）・・・中学校外国語科教員を小学校外国語担当教員として配置 

 
 
３ 道徳教育 

平成３０年度より小学校、令和元年度より中学校で道徳が「特別の教科 道徳」（道徳科）として教科
化されている。教科書や北九州道徳郷⼟資料等をもとに⾃分の⼼を⾒つめたり、友達と話し合ったりする中で
よりよい生き方について⾃分の考えを深めていく。また、教科化にともない数値による評価ではなく、児童生徒の
成⻑の様⼦を認め、励ます記述式の評価を⾏っている。 
【平成３０年度取組】 

○道徳科の評価のあり方研修（全小学校） 
○中学校道徳科スタンダードカリキュラムの作成、配布 
〇⽂部科学省委託事業「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」による道徳教育推進事業指定

校（小学校１５校・中学校６校） 

Ⅲ 新たに取り組むこと、これからも重視することについて 


